






































バートルの東北東約 50km に位置する、Tuul 川上
流の Shijir 川流域内の南北斜面である。観測サ
イトは、南向き草原斜面（標高 1,670m）と、北向
き森林斜面 (カラマツ（Larix sibirica Ledeb）
が優占；標高 1,640m）である。 
草原斜面では、総合気象観測データから熱収支


















図 1 に 2006 年の草原・森林斜面での蒸発散量
と水文気候条件、植物生長の季節変化を示す。草
原斜面で測定された 4～9 月の降水量は 227mm で
あり、特に 5～8 月は断続的に降水があった。そ
の結果、土壌水分量はどちらの斜面も 4月下旬の
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図 1 草原斜面（左）と森林斜面（右）の水文気候条件、植物生長の季節変化（2006 年 4 月～9月）
降水量は草原斜面上の日合計値、土壌水分量（体積含水率）は 20cm 深までの平均値を示す。森林の蒸発散量（太線）
は林床からの蒸発散量と樹木からの蒸散量（樹液流量：細線）の合計を示す。草原の草丈は超音波積雪深計からの推
定値、幹生長量はデンドロメータによる測定値を示す（ドット：生長時期）。PAR 比は草原面の緑被の指標、林内の
長波比は樹冠の密閉度（展葉の指標）を示す（薄いハッチ：開葉時期、濃いハッチ：紅葉・落葉時期）。 
─ 57 ─
モンゴル植生変遷域ワークショップ，2007年1月，筑波大学
